
 

 

 
◎大変おいしいと好評です。 
※先着 300 名とさせていただきます。 

点心
て んじ ん

 お献立 
◎御 飯  五目ちらし 
◎御 汁  御吸物(湯葉、みつば、他) 
◎御 平  煮〆・京の筍 
◎御 壺  永平寺ごま豆腐 
◎香の物  たむらや・生姜みそ漬 
◎小 皿  冬野菜のピーナツ和え 
◎中 皿  ぽてとさらだ 

法
話

「
金
子
み
す
ゞ
の
世
界
」そ

の
九 

ご
案
内 

童
謡
詩
人
「
金
子
み
す
ゞ
の
世
界
」
そ
の
九
と
題
し
、
左

記
の
よ
う
に
酒
井
大
岳
先
生
を
お
招
き
し
、
ご
法
話
を
い
た

だ
き
ま
す
。 

 

金
子
み
す
ゞ
（
本
名
金
子
テ
ル
）
は
、
明
治
三
十
六
年
山

口
県
長
門
市
仙
崎
に
生
ま
れ
、
昭
和
五
年
、
二
十
六
才
の
若

さ
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
る
迄
、
五
一
二
編
の
作
品
を
残
し
て

お
り
ま
す
が
、
仏
法
を
物
差
し
と
し
て
詠
ま
れ
た
作
品
が
多

く
、
仏
道
を
学
ぶ
も
の
に
と
っ
て
良
き
テ
キ
ス
ト
で
す
。
み

す
ゞ
の
没
後
五
十
年
を
経
て
世
に
「
み
す
ゞ
」
の
存
在
を
知

ら
し
む
る
こ
と
に
努
力
さ
れ
た
先
生
の
お
一
人
が
、
酒
井
大

岳
先
生
で
す
。
誰
も
が
想
像
し
な
か
っ
た
ほ
ど
の
猛
ス
ピ
ー

ド
で
日
本
中
に
み
す
ゞ
の
歌
が
紹
介
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
中
、
長

門
市
仙
崎
の
遍
照
寺
に
眠
る
み
す
ゞ
の
墓
は
、
み
す
ゞ
フ
ァ

ン
で
花
が
絶
え
る
こ
と
が
な
い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
聴
聞
を
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。 

長
谷
寺
全
檀
信
徒 

各
位 

〒
九
七
二-

八
三
二
二 

い
わ
き
市
常
磐
上
湯
長
谷
町
堀
ノ
内
一
三
八 

平
成
二
十
二
年
一
月
吉
日 

〔３〕点心
てんじん

(昼食) 

宇
治
山 

長 

谷 

寺 
 

 
 

 

℡
（
〇
二
四
六
）
四
二-

四
六
四
四
㈹ 

◎法話の案内板が立っています。檀家以外の方もご
自由に聴聞されて結構です。 

◎ご祈祷の受付が済みましたら、お一人一枚の福引
券をお取り下さい。 

〔２〕テント受付 〔１〕長谷寺参道入口 

◎ご到着次第、書院にて点心
てんじん

のご用意がございます 
ので、お召し上がり下さい。 

◎多くの聴聞者を魅了する酒井
さ か い

大岳
だいがく

先生。 ◎市内、曹洞宗の多くの方丈さまのご助法をいただ
いて執り行われます。 

◎福ハウチ！鬼モ福ニ転ジテ福ハウチ！ 
 （長谷寺流 豆まきことば） 

 
 

 
 

 
 

記 
 

と 

き 

２
月
３
日(

水)

正
午
よ
り
一
時
間 

と
こ
ろ 

長
谷
寺
本
堂
・
書
院 

講 

師 

酒
井
大
岳
先
生 

〔６〕福引・節分豆まき 〔５〕ご祈祷 〔４〕本堂にて法話 

 

※
法
話
終
了
後
、
午
後
一
時
よ
り
節
分
大
般
若

会
と
な
り
ま
す
。 

が
く 

さ 

か 

い  

だ
い 

が
く 

ぶ
つ
ど
う 

さ 

か 

い 

だ
い
が
く 

ぶ
っ
ぽ
う 

〔７〕点心
てんじん

 

さ 

か 

い 

だ
い 


